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る。 F. S. 観察中幅吐反射の際出血して来ることから， 上部では胃壁の抵抗が弱いため下部に比して
著しく伸展され，血管損傷が起ることが考えられる。
Schindler は High fold を全潰蕩79例中 3 例に見ている。著者の経験では上部潰療の42 例中15例





である。 F. S. では輪近接の小潰虜あるいは癒痕は発見困難であり，この変形は間接所見として重要
である。
〔総括〕
胃カメラ反転撮影法に依って病巣の存在診断を容易に行える手段が出来，その改良に依って，撮影
率，質的診断能を向上することが出来た。
上部潰療は臨床的，内視鏡的，病理学的に検討し，他部潰湯と異っており種々の特徴を有するもの
であることを示した。
論文の審査結果の要旨
胃上部病変の診断については，尚満足すべき結論を得ていないのが現状である。
本研究は主に内視鏡器具の改良に依って上部病変の診断能を高めレ線像の診断能についても検討
し，叉これらの方法に依って得られれ試料から上部潰湯について検討し，他部潰湯と異った種々の特
徴を有することを認めた。上部病変の診断に診断に新知見を加えた点に本論文の意義を認める。
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